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第１章  研究の動機と目的 
 会話では「ですけれども」「ですけれど」「だけど」といった言葉をよく耳にする。その中の「けれど

も」「けれど」「けども」「けど」などの接続助詞あるいは接続詞（品詞論）は同じ言葉だろうか。日本人

母語話者の会話の中に「けれども」などはどのような場面でどのような形式で存在し、どのような機

能と意味を持っているのだろうか、といった点に非常に興味を持ち、探ってみたいと考える。 
 稿者は「けれども」類の言語形式、位置にまず視点をおいて、さらに発話者の心理的意識、「け

れども」 

表現の機能と意味を通して、「けれども」表現を総体的解釈することを目的とする。 

 

第２章 先行研究とその問題点 

 先行研究では「けれども」類の由来及び発展過程、現代の各分野における「けれども」の研究実

態を読み上げた。その結果、「けれども」類の中の「けど」は最新の語形であることが明らかになった。

一方、現代の「けれども」表現については文法論、コミュニケーション論、語用論、認知論、言語心

理論などで研究された。しかし、各分野間の関連性はどれでも述べられておらず、「けれども」表現

の全体像はまだ明らかになっていない。 

 

第３章 調査方法とデータ概要 

本稿では政治討論番組、バラエティ番組、映画といったメディア資料を文字化し、分析、考察の

データとする。選択した番組の発話者の年齢は 10代から 40代までの人である。場面も主に二つに

分けて、改まった場面とお笑いのトーク場面であった。 

 
第４章 分析と考察 

 まずは「けれども」類の言語形式から分析した。「けれども」類は「けれど」「けど」「けれども」といっ

た原型がある。そして「だけど」「ですけれども」「けどね」「けどなあ」というような形もある。発話者は

場面、相手との上下、親疎関係を意識しながら「けれども」の言語形式を選び発言する。 

次に聞き手は発話者が言った「けれども」の言語形式と発話者の表情から発話者の伝えたい意

味を推測する。また、聞き手は発話者になり、意見や感想を言う。「けれども」表現の多様な形は発

話者に十分の選択肢を与えた。発話者は「けれども」表現を文頭、文中、文末に置くことによって、

自分の意思を明示的、暗示的に聞き手に伝えることができる。さらに「けれども」類は副詞、形容詞、

常用動詞と共起し、聞き手に十分の配慮意識を表す。 

 

第５章 まとめと今後の課題 

「けれども」類を出現位置で分けて考察した結果、各位置の「けれども」類の意味と機能の重なりが

あることを明らかにした。発話者は「けれども」類の位置を決めることができ、発話中に「けれども」類

が文中から、文末になって、発話を中止することもあり、話を続けたいなら文末の「けれども」類を文

中に変えることもできる。その結果、先行研究で挙げた「けれども」についての解釈は本当の一部

であることがわかった。今後は多くの自然会話を集め、メディアの場合と比べてみたいと考えている。

さらに「けれども」表現を使う発話者の心理的意識はどのような解釈の言葉でまとめるのかを今後の

課題としたい。 
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